
P294 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

学校規模別にみた児童の学校への安心感

○高橋陸斗（北海道大学） 加藤弘通（北海道大学）

キーワード：学校環境，学校適応感，学校規模

問題と目的

文部科学省 は公立小学校の適正規模・適

正配置について，学校教育法施行規則第 条の

記載より「 学級以上 学級以下を標準」とす

るとともに，標準が弾性的なものであることに留

意しつつ， 学級を下回る場合の教育上の課題を

考える必要性を示している。

本研究では，学校に対する児童の安心感にどの

ような因子が関係しているのかを学校規模別に分

析することから，学校規模の違いが安心感に与え

る効果とそれに関連する要因の変化について明ら

かにすることを目的とする。

方 法

札幌市内の公立小学校 校 学級の ～ 年

生 名に対し， 年 月から 月に実施

した。各学級担任を通して質問紙を配布した。

分析に使用した質問項目は「学校は安心感をも

っているか」の他に，①学校生活について 項目 ，

②友達との関係 項目 ，③教師との関係 項目

であった。すべての質問において「まったくあて

はまらない 点 ～非常にあてはまる 点 」ま

での 件法で回答を求めた。

なお、教育委員会および校長会を通して依頼す

る際に、不適切な項目等がないか慎重に協議し、

要請に応じて表現等を修正した。また実施に際し

ては、教師から子どもへ『調査への参加は自由で

あり、また応えたくない項目には応えなくてよい』

ことを徹底して伝えてもらえるように依頼した。

結果と考察

年度の各学校における全学年の学級数を

もとにグループ分けを行なった。 ～ 学級を

「標準規模校」としたうえで， 学級以下の学校

を「小規模校」， 学級以上の学校を「大規模校」

とした。その結果，「小規模校」が 校，「標準規

模校」が 校，「大規模校」が 校となった。

まず，各グループにおいて学校への安心感に差

があるかについて平均点の比較を行なったところ，

標準規模校＞大規模校＞小規模校の順に安心感の

得点が高かった 。また， 群について一

元配置分散分析を行なったところ，その間に有意

差は見られなかった。

次に学校への安心感にどのような要因が関連して

いるのかを検討するために，①～③の 項目につ

いて相関分析を行なった 。

その結果，全学校規模において「安心感」との

相関が大きかった上位 つはいずれも，授業の楽

しさ，先生との楽しさであり，共通していた。

番目以降については，小規模校では「友達」

＞「行事の楽しさ」＞「先生は話を聞く」という

順に項目が続いた一方で，標準規模校・大規模校

では「行事の楽しさ」＞「先生は話を聞く」＞「友

達」と，異なる傾向が見られた。

学校規模別の「安心感」平均点

規模 平均点 標準偏差 人数

小規模校 3.53 1.254 196
標準規模校 3.64 1.219 1777
大規模校 3.63 1.226 877
全体 3.63 1.223 2850

「安心感」と因子の相関

項目 小規模 標準 大規模

学校の授業は楽しい .550** .465** .537**
学校の行事は楽しい .445** .420** .467**
友達が沢山いる .455** .375** .352**
友達といると楽しい .468** .364** .414**
先生といると楽しい .552** .442** .510**
先生は話を聞く .413** .418** .458**
**<.001

本研究では，学校規模によって安心感に違いが

あることは示されなかった。更に，安心感に関連

する要因については，小規模校か否かによって安

心感に影響する因子が異なることが分かった。

文部科学省では特に小規模校と大規模校 ここ

では 学級以上を指している に関して，授業・

行事・生活指導の面で課題が発生するとしている。

この調査では児童がもつ学校に対する安心感を中

心に検討した結果，小規模校では友達との関係が

深まることで安心感が高まる一方で，行事や教師

の深い関わりが安心感に与える影響は少なくなっ

ている。標準規模校と大規模校に関しては大きな

差が見られなかったため，今後は学校規模の影響

を，小規模校と標準規模校以上の つに分けて検

討する妥当性を得られた。

児童にとって安心できる環境を整備するために

は，適正な学校規模について詳細に検討を進める

必要があることを改めて示唆した。
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人間関係が固定化する小規模校に必要な社会的スキルの育成

○高橋 誠（揖斐川町立谷汲小学校） 吉澤寛之（岐阜大学）

キーワード：関係流動性，社会性，小規模校

船越・潮村（ ）は，自身を取り巻く関係流動

性が高いことが，個人の有する文化的自己観として

相互独立性を促進し，内集団他者に対する自己謙虚

表出の程度を低下させることを報告しており，個人

の社会性に一定の影響を与えることが示唆されてい

る。一方で，玉井（ ）は，関係が固定化する小

規模校の子どもたちの条件を活かしてプラスの活動

に転換するためには，教師が子どもの社会性をとら

える考え方が重要であると指摘している。

本研究では，高橋・吉澤（ ）が実証した小規

模校における子どもの社会性の実態に基づき，先行

研究で効果が保証された社会性の問題を改善する実

践を行い，効果を検証する。

方 法

実験群と統制群の選定

高橋・吉澤（ ）で測定された社会性指標のデ

ータを用いて，潜在混合分布モデルによるクラスタ

ー分析を行い，適合度やエントロピーが最も高かっ

た３クラスターを採用した ＝ ＝

＝ ＝ 。

関係流動性の低い地域にある実践対象校 小学校

はクラスター に属した。同じクラスター に属し，

転入率，転出率（関係流動性）の高い地域の 小学

校を統制群とした。また， 小学校と同じ町内すべ

ての小学校も統制群に設定した。

実践の概要

実践対象校の課題である「自己主張」「共感的関心」

「権威主義」「関係流動性」について，先行研究の知

見から成果が見込まれる実践を基にして，対象校の

カリキュラムマネジメントを行った。まず，実践で

到達する目標としての「児童の姿」を共有するため，

ミニ研修で教職員の指導観を統一した。具体的な実

践においては，アサーション・トレーニングを中心

としたスキルトレーニングを行ったり，教科や道徳

の授業で認知的側面へ介入した上で，「異年齢集団」

を活用して「共感的関心」を高めたりした。また，

保護者に対しても学校の取組を周知し，働きかけた

り，児童のよさを記入する取組や家族で一緒にアサ

ーション・トレーニングをする授業参観を行ったり

した。

測定尺度と効果測定対象

「人間関係形成」はキャリア意識（徳岡他， ），

「自己制御」は社会的自己制御（原田他， ），「共

感性」は児童用多次元共感性（長谷川他， ），「偏

見」は偏見（向田， ），「権威主義」は権威主義

的態度（吉川・轟， ）の各尺度を用いて測定し

た。抽出された小学校（ 校）で， 年生～ 年生の

児童に対して，事前調査は 名（ 小学校 名，

小学校 名，町内小学校 名），事後調査は

名（ 小学校 名， 小学校 名，町内小学

校 名）を対象とした。

結果と考察

地域要因（ ・・町内小学校 水準），時期要因（事

前，事後 水準）を独立変数，各尺度得点を従属変

数とする分散分析を行った。自己主張においては，

交互作用 が有意であ

った 。単純主効果検定の結果，事後で

小学校と 小学校が町内小学校よりも有意に高かっ

た。共感的関心においては，交互作用

が有意であった。単純主効果検定

の結果， 小学校が有意であり，事後が高かった。

町内小学校が有意であり，事後が低かった。また，

事後で有意であり， 小学校と 小学校が町内小学

校よりも有意に高かった。権威主義においては，時

期の主効果 が有意で

あり，全体として事後が低かった。

以上の結果から，関係流動性の高い 小学校では，

多くの人と触れ合う機会があるので，「人間関係形成」

や「自己制御」「共感性」が高まりやすいと考えられ

る。反対に関係流動性の低い町内小学校では，固定

された人間関係の中での生活により，それらの能力

が低くなりやすいと考えられる。実践対象校は関係

流動性の低い町内に属するものの，実践を行うこと

で変化がなかったことから，町内の他校と異なり低

下が抑制されたと考えられる。本実践の効果につい

ては，新たな環境へ移行する時点までの追跡調査に

よる検証が求められる。

各時期・地域における自己主張平均値
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